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1984; 1997; Clark & Fujimoto, 1991; 藤本, 1997; 近能, 2002; 延岡, 1996; 1999; 
武石, 2003; 山田, 1998）。一方、生産財開発における効果的なマネジメントのあ
り方について検討した研究は数多くあるものの、そのほとんどは顧客企業や消費
財メーカーとの開発分業パターンについて言及されていない（赤瀬, 2000; 
Athaide and Klink, 2009; Barnett, 1990; 具, 2006; 韓, 2002; 桑嶋, 2003; Iansiti, 





















の取引方式に分類できることが示されている（浅沼, 1984; Clark & Fujimoto, 












あたっては、浅沼（1984）及びClark & Fujimoto（1991）を参考にした。 
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（出所）：浅沼（1984）及びClark & Fujimoto（1991）を参考に作成。 
 


























 そこで本稿では、図表 2 に示すように、消費財開発プロセスも含めた開発分業
パターンについて検討を加える(1)。これまでの議論では、消費財メーカー主導に
よる正しい消費財ニーズや消費財コンセプトを所与とした開発分業関係に焦点が






浅沼（1984）及びClark & Fujimoto（1991）、富田（2012）を参考にした。 


































貸与図                     
承認図                     
市販品           
ソリュ  ー
ション型 
          
          
          
          
          
 消費財メーカー担当領域 
 生産財メーカー担当領域 

























































【自動車用樹脂面ファスナ 「ースーパーデュアルロックファスナ （ーSDLF）」】(4) 
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プライヤ ・ーマネジメント研究（浅沼, 1984; Clark & Fujimoto, 1991; 武石, 2003）
や、部品サプライヤーにそれがあると仮定するプラットフォーム・リーダーの研


































発分業関係を示している。しかし、次節の事例分析では、B to B to B やB to B to C のケ
ースも存在する。それらの事例では、生産財メーカーとその顧客企業との開発分業関係、
つまりB to B の部分を分析枠組みにあてはめて分析を行う。 
 (2) 本事例の詳細は、富田（2005）を参照されたい。 
 (3) 本事例の詳細は、富田（2008b）を参照されたい。 
 (4) 本事例の詳細は、富田（2008a）を参照されたい。 
 (5) 本事例の詳細は、富田（2003）を参照されたい。 
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